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６
月
定
例
会 

あ
ら
ま
し

観光協会助成事業の
執行保留を解除 !

－ 予算審査委員会 －

　平成25年６月浜田市議会定例会が６月10日に召集され、６月25日
までの16日間の会期で開かれました。

　提出された議案は14件、請願１件で、各委員会等での審査の様子
は２ページから３ページに掲載しています。

　今定例会では、予算審査委員会において、７月以降の予算が執行
保留となっていた「観光協会助成事業」について質疑を行いました。
詳細につきましては、下段に記載しています。

　また、個人一般質問には16人が立ちました。
一般質問については、13ページより掲載しています。

予
算
審
査
委
員
会
に
審
査

を
付
託
さ
れ
た
平
成
25
年
度

浜
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
が
重
複
し
た
事
業

は
、「
地
域
安
全
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
で
、
宝
く
じ
助
成

事
業
の
状
況
や
、
防
災
資
器

材
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら

は
、
こ
れ
ま
で
31
団
体
中
10

団
体
が
宝
く
じ
助
成
事
業
の

助
成
を
う
け
て
い
る
。
未
整

備
の
団
体
に
つ
い
て
は
、
市

の
助
成
制
度
や
補
助
事
業
を

活
用
し
防
災
資
材
の
充
実
を

進
め
た
い
と
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、「
介
護
基
盤
緊
急

整
備
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

助
成
金
の
上
限
額
や
第
５
期

介
護
保
険
事
業
計
画
と
事
業

の
施
設
整
備
計
画
と
の
関
連

性
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
執
行
部
か
ら
は
、
助
成

金
は
１
千
万
円
が
上
限
額
で

あ
る
こ
と
、
関
連
性
で
は
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
利
用
者
の
見
込
み
数
は

う
た
っ
て
い
る
が
、
施
設
整

備
数
は
具
体
的
に
は
定
め
て

い
な
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
策
定
事
業
」
に
つ

い
て
は
、
ニ
ー
ズ
調
査
の
内

容
や
対
象
件
数
５
千
件
の
根

拠
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
執
行
部
か
ら
は
、
調
査

は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託

す
る
も
の
で
、
就
学
前
後
の

約
５
千
５
百
人
が
対
象
と
な

る
こ
と
、
会
議
と
し
て
は
、

既
存
の
浜
田
市
保
健
医
療
福

祉
協
議
会
の
下
部
組
織
と
し

て
専
門
部
会
を
設
け
、
計
画

案
を
作
り
た
い
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
以
降
の
予
算

執
行
が
保
留
と
な
っ
て
い
る

「
観
光
協
会
助
成
事
業
」
に

つ
い
て
、
議
会
初
日
の
全
員

協
議
会
で
あ
っ
た
調
査
報
告

に
基
づ
き
、
所
管
事
務
調
査

と
し
て
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。
委
員
か
ら
は
、
協
会
内

部
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
、
組
織

の
体
質
、
担
当
課
と
の
連
携

と
い
っ
た
組
織
へ
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。
執
行
部
か
ら

は
会
計
担
当
者
の
増
員
、
市

の
指
導
・
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を

含
め
改
善
し
て
い
く
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
決
算
剰
余
金
に
つ

い
て
、
減
価
償
却
費
相
当
分

を
積
み
立
て
て
行
く
べ
き

や
、
助
成
金
額
を
見
直
す
べ

き
な
ど
、
協
会
の
会
計
、
決

算
等
に
つ
い
て
の
質
疑
も
あ

り
ま
し
た
。
執
行
部
か
ら

は
、
今
年
度
中
に
は
減
価
償

却
費
相
当
額
を
積
み
立
て
て

い
き
た
い
。
助
成
金
に
つ
い

て
は
毎
年
度
精
算
処
理
を
し

て
い
る
が
、
金
額
に
つ
い
て

は
、
今
後
十
分
精
査
し
て
い

き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

そ
の
他
、
担
当
課
と
協
会

の
連
携
や
法
人
化
の
内
容
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト
、
正
味
財
産

の
増
減
な
ど
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
不
正
は
無

く
、
会
計
処
理
上
の
誤
り
で

あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
今
後

の
観
光
協
会
の
体
制
及
び

チ
ェ
ッ
ク
機
能
に
つ
い
て
の

改
善
が
図
ら
れ
て
い
た
こ

と
、
担
当
課
と
協
会
と
の
連

携
を
よ
り
密
に
す
る
と
の
こ

と
で
あ
り
、
調
査
報
告
を
了

解
し
、
全
会
一
致
で
７
月
以

降
の
予
算
執
行
を
認
め
る
こ

と
に
決
し
ま
し
た
。
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総
務
文
教
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
、
議
案
４
件
、
陳
情

１
件
に
つ
い
て
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

「
財
産
の
取
得
（
消
防
救

急
デ
ジ
タ
ル
無
線
活
動
波
無

線
装
置
）」
に
つ
い
て
、
入

札
に
つ
い
て
は
５
社
の
指
名

業
者
の
う
ち
、
２
社
が
応
礼

し
た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
財
産
の
無
償

譲
渡
（
旧
美
又
へ
き
地
保
育

所
）」
に
つ
い
て
は
、
譲
渡

後
の
修
繕
の
質
疑
に
対
し
、

す
で
に
補
正
予
算
で
計
上
し

て
あ
り
、
地
元
と
し
て
使
え

る
施
設
に
大
規
模
改
修
が
予

定
さ
れ
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。議
案
４
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
採
決
の
結
果
、
全

会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
上
府
公
民
館
を

は
じ
め
、
上
府
地
域
５
団
体

か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
書

「
上
府
公
民
館
の
新
設
に
つ

い
て
」
の
審
査
は
、
事
前
の

所
管
事
務
調
査
に
お
い
て
、

執
行
部
よ
り
「
公
民
館
整
備

の
在
り
方
」
や
、
同
様
の
内

容
で
市
長
宛
て
に
提
出
さ
れ

た
要
望
書
の
経
緯
な
ど
の
説

明
を
受
け
た
あ
と
、
審
査
に

入
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
建
設
の
必

要
性
は
認
め
る
も
の
の
、
地

元
か
ら
と
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
内
容
、
こ
れ
ま
で
の
使
用

実
績
や
行
事
の
状
況
な
ど
、

も
う
少
し
調
査
を
深
め
る
べ

き
と
の
意
見
が
で
ま
し
た
。

よ
り
詳
し
い
資
料
提
出
や
、

参
考
人
招
致
を
行
う
な
ど
、

継
続
し
て
審
査
を
行
う
こ
と

に
全
員
が
賛
同
し
、
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。

い
る
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
障

が
い
者
等
の
手
当
て
の
特
例

水
準
に
つ
い
て
も
影
響
額
が

あ
る
と
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

一
方
、
低
所
得
者
の
年
金

受
給
者
に
対
し
て
の
生
活
支

援
金
は
、
27
年
度
10
月
か
ら

月
額
最
大
５
千
円
支
給
さ
れ

る
と
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
今
後
消
費
税

の
値
上
げ
も
あ
り
、
物
価
が

上
昇
す
る
状
況
も
見
え
る
中

で
あ
る
た
め
、
賛
成
す
る
意

見
。
法
に
基
づ
い
た
ス
ラ
イ

ド
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
年
金
給
付
と
保
険

料
の
関
係
か
ら
す
る
と
、
次

世
代
に
あ
ま
り
大
き
な
負
担

を
か
け
な
い
よ
う
な
年
金
額

の
調
整
と
い
う
こ
と
か
ら
判

断
し
、
今
回
の
削
減
に
は
賛

成
す
る
な
ど
反
対
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

は
15
年
で
、
ロ
ー
タ
リ
ー
併

用
型
と
は
平
常
時
に
は
前
部

に
あ
る
除
雪
板
で
雪
を
押
し

除
雪
を
行
う
が
、
併
用
型
は

除
雪
板
を
外
し
、
ロ
ー
タ

リ
ー
式
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

を
取
り
付
け
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。
予
算
内
訳
と

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は

平
成
24
年
度
末
に
国
の
大
型

補
正
が
あ
り
３
分
の
２
が
交

付
金
で
あ
る
。
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
は
市
か
ら
建
設
業
者
や

農
業
法
人
に
委
託
し
、
市
の

保
有
機
械
で
作
業
し
て
い
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、「
工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
（
浜
田
市

本
庁
舎
耐
震
補
強
そ
の
他
工

事
）」
に
つ
い
て
、「
市
道
路

線
の
廃
止
と
認
定
」
に
つ
い

て
な
ど
、
付
託
を
受
け
た
議

案
４
件
に
つ
い
て
、
採
決
の

結
果
、
全
会
一
致
で
、
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

「年金2.5％の削減中止を
求める意見書の提出」は

賛成少数で不採択に

－ 福祉環境委員会 －

陳情「上府公民館の新設」
は継続審査に!

－ 総務文教委員会 －

大雪に備えて

－ 産業建設委員会 －

▲旧美又へき地保育所

▲除雪ドーザロータリー

福
祉
環
境
委
員
会
で
は
、

請
願
第
26
号「
年
金
２・
５
％

の
削
減
中
止
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
」
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

執
行
部
よ
り
年
金
の
被

保
険
者
（
加
入
者
）
の
減
少

や
平
均
寿
命
の
延
び
、
さ
ら

に
社
会
の
経
済
状
況
を
考
慮

し
て
年
金
の
給
付
額
を
変
動

さ
せ
る
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
今
年
10
月
か
ら
３

年
間
で
年
金
を
２・
５
％
削

減
す
る
浜
田
市
の
影
響
額
は

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど

６
億
８
千
万
円
で
、
こ
れ
に

加
え
年
金
と
連
動
し
て
同
じ

ス
ラ
イ
ド
措
置
が
採
ら
れ
て

産
業
建
設
委
員
会
に
審
査

を
付
託
さ
れ
た
議
案
４
件
に

つ
い
て
、審
査
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、「
財
産
の
取
得
（
除

雪
ド
ー
ザ
ロ
ー
タ
リ
ー
併
用

型
11
ｔ
級
）」
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
は
こ
の
除
雪
機
械

購
入
に
伴
い
、
除
雪
面
積
、

耐
用
年
数
、
機
種
説
明
、
予

算
内
訳
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

確
保
等
に
つ
い
て
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
執
行
部
か
ら

は
、
今
回
の
購
入
で
計
12
台

の
配
置
体
制
と
な
り
、
市
道

の
み
で
な
く
県
道
も
含
ん
だ

弥
栄
町
内
の
全
域
を
カ
バ
ー

で
き
る
。
除
雪
面
積
に
つ
い

て
は
深
さ
30
㎝
程
度
の
雪
で

ほ
ぼ
１
日
で
の
除
雪
が
可
能

と
な
る
。
機
種
の
耐
用
年
数



4

議案等の賛否の公開について
反対理由など、詳細については、議会ＨＰをご覧ください。
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

× × × × × ○ 長 × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × × 議 × × × × ×

１
名
の
議
員
が
討
論

請
願
者
は
、「
灯
油
な
ど
の
生
活
必

需
品
の
値
上
げ
、
復
興
税
や
各
種
控
除

の
縮
小
に
よ
る
増
税
、
社
会
保
険
料
の

増
額
な
ど
で
高
齢
者
の
生
活
が
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
今
、
10
年
以
上
も
遡
っ

て
年
金
を
引
き
下
げ
る
理
由
は
な
い
」

と
訴
え
て
い
る
。

福
祉
環
境
委
員
長
の
報
告
で
は
、

「
本
来
の
給
付
水
準
に
比
べ
毎
年
１
兆

円
、
累
計
で
７
兆
円
の
過
払
い
に
な
っ

て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
委
員

会
で
の
質
疑
で
は
、
浜
田
市
の
年
金
受

給
者
の
平
均
受
給
額
は
、
平
成
16
年
度

で
１
２
０
万
円
。
そ
の
わ
ず
か
な
年
金

さ
え
24
年
度
に
は
３
万
９
千
円
も
減
っ

て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
状
況
に
さ
ら
に
追
い
打
ち
を

か
け
る
の
が
今
回
の
年
金
削
減
で
あ

り
、
来
年
４
月
か
ら
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
る
消
費
税
の
増
税
で
あ
る
。

ま
た
年
金
削
減
は
、
高
齢
者
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
。請
願
者
に
よ
れ
ば
、

年
金
が
２・
５
％
削
減
さ
れ
れ
ば
、
浜

田
市
内
の
年
金
受
給
者
の
年
間
受
給
額

は
、
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
だ
け
で
約

６
億
８
千
万
円
も
減
少
す
る
と
試
算
さ

れ
て
お
り
、
年
金
削
減
が
地
域
経
済
や

自
治
体
の
税
収
に
与
え
る
影
響
の
大
き

さ
は
明
ら
か
で
あ
る
。

委
員
会
で
は
、
賛
成
少
数
に
よ
り

本
請
願
は
不
採
択
と
さ
れ
た
が
、
不
採

択
理
由
に
つ
い
て
の
表
明
は
極
め
て
少

な
か
っ
た
。

「
現
役
世
代
の
将
来
の
年
金
額
の
確

保
や
世
代
間
の
公
平
を
図
る
た
め
」
と

の
反
対
理
由
が
述
べ
ら
れ
た
が
、
年
金

削
減
は
、高
齢
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

若
い
世
代
の
将
来
の
受
給
額
を
減
ら
す

だ
け
で
な
く
、
低
年
金
の
親
を
支
え
る

現
在
の
子
の
世
代
を
も
直
撃
す
る
。

「
若
者
の
た
め
」
の
削
減
で
あ
る
か
の

よ
う
な
論
は
、
政
府
が
高
齢
者
と
若
者

の
対
立
を
あ
お
る
た
め
に
つ
く
り
だ
し

た
欺
瞞
（
ぎ
ま
ん
）
で
あ
る
と
考
え
る

も
の
で
あ
る
。

い
ま
、
景
気
回
復
と
財
政
の
建
て

直
し
に
必
要
な
こ
と
は
、
年
金
削
減
や

物
価
の
引
き
上
げ
で
は
な
い
。
賃
金
を

引
き
上
げ
、
国
民
の
所
得
を
増
や
し
、

内
需
を
拡
大
す
る
政
策
こ
そ
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

以
上
の
視
点
か
ら
、
本
請
願
の
趣

旨
に
全
面
的

に
賛
同
す
る

も
の
で
あ
る

こ
と
を
表
明

し
、
賛
成
討

論
と
す
る
。

請
願
第
26
号

　
年
金
２・５
％
の
削
減
中
止
を
求
め
る
意
見
書
の

　
提
出
に
つ
い
て
に
対
し

賛
成
討
論

西
村　
　
健　
議
員
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平成25年６月定例会での
笹
田　

卓

布
施
賢
司

岡
本
正
友

芦
谷
英
夫

佐
々
木
豊
治

道
下
文
男

総
務
文
教

福
祉
環
境

総
務
文
教

福
祉
環
境

総
務
文
教

総
務
文
教

議案番号 議　　　　案　　　　名 付託委員会
委
員
会

本
会
議 

委
員
会

本
会
議

委
員
会

本
会
議

委
員
会

本
会
議

委
員
会

本
会
議

委
員
会

本
会
議

承認第1号 専決処分の承認について
（平成24年度浜田市一般会計補正予算第７号） 委員会付託省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第2号 専決処分の承認について
（平成24年度浜田市公共下水道事業特別会計補正予算第３号） 委員会付託省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第58号 浜田市総合振興計画審議会条例の一部を改正する条例について 委員会付託省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第59号 浜田市災害派遣手当に関する条例の一部を改正する条例について 総務文教委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第60号 浜田市税条例の一部を改正する条例について 総務文教委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第61号 浜田市手数料条例の一部を改正する条例について 委員会付託省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第62号 財産の取得について（除雪ドーザロータリー併用型11ｔ級） 産業建設委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第63号 財産の取得について（消防救急デジタル無線活動波無線装置） 総務文教委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第64号 財産の無償譲渡について（旧美又へき地保育所） 総務文教委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第65号 工事請負契約の締結について
（浜田市本庁舎耐震補強その他工事） 産業建設委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第66号 市道路線の廃止について（七条３号線） 産業建設委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第67号 市道路線の認定について（七条３号線外） 産業建設委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第68号 平成25年度浜田市一般会計補正予算（第２号） 予算審査委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第４号 浜田市固定資産評価員の選任について 委員会付託省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第26号 年金2.5％の削減中止を求める意見書の提出について 福祉環境委員会 ○ × × × ○ ○ × ×

〇議長は全ての議案に対し賛否を表明しません（可否同数の場合を除く）
〇委員会の委員長は、所属委員会付託の議案について所属委員会では賛否を表明しません（可否同

数の場合を除く）
〇賛成の場合は「〇」、反対の場合は「×」と表記しています
〇本会議、委員会で賛否不要の場合は「斜線」、欠席の場合は「欠」、棄権の場合は「棄」、議長は「議」、

各委員会の委員長は、「長」と記載しています

可決された主な事業平成２５年６月議会で

被害防止 !　“ 鳥獣被害防止対策事業 ” 

決定！　私立保育園を支援！

緊急防災・減災事業！ 

南極観測船「しらせ」入港！歓迎事業
－県の基金活用

従来の事業補助金額の上乗せを行う－

－認可保育所「社会福祉法人の助成に
関する条例」に基づく助成を行う！－

－消防団安全装備品を整備、災害時の
　団員の活動強化と二次災害防止を図る－

新規事業
―「しらせ」浜田港寄港、

　　　一般公開に伴い実行委員会に助成－○イノシシ　　8,000円／頭（上乗せ）
○ニホンザル　8,000円／頭（上乗せ）
○ヌートリア　1,000円／頭（上乗せ）
○カラス　　　  200円／羽（新規）
○財　源　659万6千円（県支出金）
　　　  （一般財源 0円）

○大規模修繕事業　１園（ちどり保育園）
○増改築事業　　　１園（日脚保育園）
○補助率　県1／2　市1／4
　（定員増を伴うもの　県2／3　市1／6）
○予算額　事業費　1億1,090万6千円
　　　  　  （一般財源　　136万8千円）

○安全靴　　　　　992足　
○ヘッドライト　　450個　　 
○予算額　事業費　665万円
　　　  （一般財源　665万円）

○ 総事業費　　600万円（一般財源600万円）
○ 寄港予定日　9月13日～9月15日
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日　時 開催会場 参加者

5月 8日㈬
美川公民館 15人

弥栄会館 19人

5月 9日㈭
国府公民館 14人

石見公民館 32人

5月10日㈮
浜田公民館 27人

旭センター 32人

5月13日㈪
長浜公民館 28人

三隅公民館 34人

5月14日㈫
周布公民館 17人

金城みどり会館 51人

　このたび第２回目の議会報告会を５月８日から14日までの５日間市内10会場で行い、多くの
方に参加していただきました。ありがとうございました。

この報告会は昨年同様、チラシの作成、配付、ポスターの配付、市民への周知など準備段階から議員自ら行
うものです。

当日は会場準備のほか、班ごとに司会者・発表者・記録者など担当を決め、会の進行、発表、記録をとると
いったような会の運営です。

　当日報告した内容は次のとおりです。抜粋して紹介します。

①３月定例会の審議状況
　産業建設委員会
　「浜田市温泉事業条例の一部を改正する条例」では湯屋温泉飲料営業供給の使用量１㎥当たりの基本料金を
減額するものです。減額改正について質疑を行いました。また、「過労死防止基本法制定に関する意見書の提
出について」の請願を受け、採択すべきものとして決定しました。

　総務文教委員会
　「浜田市立図書館条例の制定について」ですが、中央図書館・三隅図書館の移転新築に伴い、これまでの浜
田市立図書館条例を全部改正し、新たに条例を制定するものです。中央図書館の駐車場の使用料や減免規定、
館内での飲食についてなど質疑を行いました。

　福祉環境委員会
　「浜田市乳幼児等医療費助成条例の一部を改正する条例」では、医療費助
成児童の対象を小学３年生から６年生に拡大するものです。また、個人保
証の原則廃止を求める意見書の提出について」の請願を受け、採択すべき
ものと決定しました。
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予算審査委員会
　「観光協会助成事業」では平成23年度分の浜田市観光協会の事業、決算を監査した市の監査委員からの会計
処理や組織の運営など問題と思われるという指摘により、過去に遡って信憑性が疑われることが判明し、質疑
が集中しました。改善に向けての取組等が説明されましたが、具体性に乏しく、当面の必要管理経費、春のイ
ベント事業の経費を除き、執行については保留とし、次の６月定例会で、詳細な調査の結果や、決算書の提出
を受けることとしました。

その他可決された主な事業として以下のとおりです。
　●旭統合小学校新築事業
　●浜田医療センターヘリポート支援事業
　●保育所入所受入推進事業
　●農地保全農地流動化緊急対策事業

②議員定数変更の過程、経緯
　議会だより２月号で詳細はご報告させていただきましたが、概要
については、次のとおりです。昨年５月のこの報告会では、定数に
ついて協議を行う場として議員定数等議会改革推進特別委員会を設
けたことや、その審議の中で決まった方向性について、「全市１区、
28人以下、削減ありきではなく委員会に必要な人数の積み上げ」と
いうことをご報告させていただきました。
　その後、市民の皆さんへのアンケート結果を加味し、具体的な数
を出しながら協議を行いました。

　22名…市民アンケートで望ましい定数として多くの意見があったこと。
　　　　浜田市と同様の人口規模の自治体の平均定数であること。
　　　　委員会審査で必要な議員数からの判断。
　24名…議会の監視機能の維持、広範囲の住民の声を吸い上げる。
　　　　定数は偶数が望ましい。（議長を除いた時の採決時、同数となった時）
　28名…市民と市政を繋ぐパイプ役として議員数は削減すべきでない。
　　　　自治区に配慮し現状のまま。

　賛成・反対それぞれある中で、特別委員会として24名とする条例改正案を提案することとなりましたが、議
員の中で反対する議員は22名にする改正案を提出しました。
　投票を行い、採決の結果は、賛成１５・反対１１で、24名にする条例改正案が可決成立し、次回の選挙は議員定
数を24名として行われることとなりました。

③重要案件の意見交換会について
　これは、市政に関する重要なことに対して、議員と市民の皆さん
が自由に情報及び意見の交換を行うことを目的に、浜田市議会が設
けているものです。
　昨年の12月には具体的に自治区制度、上下水道問題、中山間地域
対策など７つのテーマを紹介し、皆さんとの意見交換を行なえるこ
とになりました。この７つとは限らず、その他重要だと判断される
案件については、意見交換したいと考えています。
　浜田市議会としての政策提案などに活かしていきたいと思いま
す。どうか、ご意見をお寄せいただきますようお願いします。 
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　議会報告会で、いただいたご意見やご要望の総数は約80件でした。
　これらの意見・要望は、【議会に関すること】【自治区制度】【ま
ちづくり交付金】【公共施設のあり方】【ふるさとでの就業環境・企
業誘致】【下水道整備計画】など、多方面にわたってありました。
　これらの意見のうち、議会に関すること以外は、全て市長（執行
機関）に意見・要望として報告させていただきました。
※議会・市長への要望、提言（主なもの）は次のとおりです。

　今回いただきました意見の中に、この議会報告会の意義についての質問がありました。

　議会報告会は、目的として浜田市議会としての議会活動に関する情報を積極的に公開するとともに、市民の
皆さんの意見を把握し、今後の市政運営に反映させるためのものです。

　そのためにも、多くの市民の皆さんにご参加いただかないといけません。
　報告会の今後の運営方法、周知の仕方など、検討しなければならないと考えています。

　その他、議会に対する意見・要望については、議会内部で検討を
重ねていきたいと考えています。

　多くの市民の皆さんにご参加いただいて、意見を伺いこれからの
市政運営に反映できるよう、今後、運営方法、周知の方法など引続
いて検討していきたいと考えています。

意　　　　　　　　見　　　　　　　　等 開催会場

自治区制度は10年経過後どうなるのか。中山間地域は人口が減りどうなるのか心配
している。議会側の意見、評価はどうか。 美 川 公 民 館

自治区制度は素晴らしい制度であり、今後も存続すべきだ。 弥 栄 会 館

放課後児童クラブは３年生までだが、６年生まで預けることができるようにして欲
しい。 国 府 公 民 館

遅れている下水道整備の取組について。 石 見 公 民 館

公共下水道事業計画について、市街地への計画はあるのか。 浜 田 公 民 館

自治区制度で周辺が伸びやかに活発であることが大事であり、自治区制度の検証が
行われるが、なくすのか存続するのか。 旭 セ ン タ ー

公民館が第１、第３日曜日に休館しているが、なぜ日曜日が休館なのか。全市一律
でやっているのか。利用する側からは不便である。 長 浜 公 民 館

重要案件意見交換会は、テーマの各地域関係者が集会し意見交換を行うものか？そ
うであれば素晴らしいものであると考えている。
（例：中山間地域課題）→個人ではなく10名以上の団体で申し込む。

三 隅 公 民 館

水道料金がいずれ倍になると聞いたが、今後、市議会としてどう抑えていこうとし
ているのか。 周 布 公 民 館

まちづくり交付金について中心市街地ではうまく活用されていないと聞くが、全て
の町でまちづくり委員会を立ち上げてもらいたい。 金城みどり会館
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区 分 請願・陳情の内容 提　　出　　者 審査した委員会
および結果・経過等

請　願 年金 2.5％の削減中止を求める意見書の提出
について

全日本年金者組合　島根県本部
執行委員長　中村　　照　様

（福祉環境委員会）
不採択

陳　情 上府公民館の新設について 上府公民館
館長　河野　　一　外４名　様

（総務文教委員会）
継続審査

自  治  体  名 来浜日 内　　　　　　　　　容

滋賀県米原市議会  7月19日 鳥獣被害防止計画について

秋田県湯沢市議会  7月20日
住民参加型市場公募地方債について

介護人材確保・定着対策事業について

佐賀県伊万里市議会  8月 7日 浜田地区広域行政組合エコクリーンセンターについて

三重県鈴鹿市議会  8月24日 どんちっち三魚　水産ブランドについて

青森県五所川原市議会  9月27日
住民参加型市場公募地方債について

まちづくり総合交付金事業について

茨城県結城市議会 10月16日
自主防災組織について

市議会ホームページの取組等について

北海道士別市議会 10月25日
幼保小中連携ステップアップ事業について

住民参加型市場公募地方債「きらめき債」　について

千葉県印旛郡町村議会議長会 10月25日
浜田市議会だよりの編集等について

浜田市議会ホームページの取組等について

東京都江東区議会
10月31日 

11月 1日

介護人材確保・定着対策事業

「赤ちゃん登校日」　授業参観　（市内小学校）

 千葉県銚子市議会 11月21日 水産物ブランド化事業（どんちっち三魚）について

三重県松阪市議会  1月16日

議会改革について

市議会ホームページについて

今後の両市における観光行政について

広島県三次市議会  1月22日 浜田市空き家等の適正管理に関する条例について

北海道旭川市議会  1月29日 骨髄バンクドナー支援事業について

徳島県三好市議会  2月 7日 浜田市空き家等の適正管理に関する条例について

請願・陳情の審査経過および結果 －平成25年６月定例会審査分－

平成24年度　他議会からの行政視察受入状況
　浜田市議会では、各種事務事業について、議会関係者の皆さまからの行政視察の受入を行っ
ています。昨年度は、下表のとおり、全国から14団体の議会議員の方々が、当市議会を通じて
行政視察に来浜され、浜田市が現在行っている各種事業の内容などについて視察されました。
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４
月
24
日
か
ら
３
日
間
、

鹿
児
島
県
南
九
州
市
、
熊
本

県
水
俣
市
、
福
岡
県
春
日
市

を
視
察
し
ま
し
た
。

南
九
州
市
知
覧
町
は
、
太

平
洋
戦
争
末
期
の
「
特
攻
作

戦
」
で
命
を
落
と
さ
れ
た

方
々
の
遺
品
や
関
係
資
料
を

収
集
保
存
す
る
「
知
覧
特
攻

平
和
祈
念
館
」
を
運
営
し
て

お
り
、
会
館
を
利
用
し
た
取

組
等
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し

た
。
様
々
な
情
報
が
飛
び
交

う
今
日
、
事
実
を
伝
え
、
正

し
い
平
和
学
習
の
推
進
を

図
っ
て
い
く
こ
と
は
大
切
な

こ
と
で
あ
り
、
当
市
に
お
い

て
も
平
和
学
習
や
人
権
学
習

に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
機
会
と

場
を
つ
く
っ
て
い
く
べ
き
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

水
俣
市
で
は
、
極
端
な
人

口
減
少
お
よ
び
過
疎
・
高
齢

化
に
陥
り
な
が
ら
、「
元
気

な
村
づ
く
り
条
例
」
を
制
定

し
、
地
域
資
源
を
再
認
識
し

な
が
ら
住
民
と
地
域
が
元
気

に
な
る
「
村
ま
る
ご
と
博
物

館
」
等
の
取
組
を
研
修
し
ま

し
た
。
地
域
の
財
産
で
あ
る

自
然
や
生
活
す
べ
て
を
「
屋

根
の
な
い
博
物
館
」
と
し
て

市
が
指
定
し
、
そ
の
地
域
に

県
内
外
か
ら
年
間
千
人
を
超

え
る
訪
問
者
が
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
周
囲
に
あ
る
自

然
を
活
か
し
、
新
た
な
収
入

源
を
見
出
す
取
組
は
非
常
に

興
味
深
い
も
の
が
あ
り
、
住

民
が
主
役
の
取
組
と
し
て
大

い
に
参
考
に
す
べ
き
事
業
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

春
日
市
で
は
、
教
育
委
員

会
改
革
に
つ
い
て
研
修
し
ま

教育改革と地域づくり
事業への取組について
－ 総務文教委員会視察報告 －

し
た
。
全
国
的
に
い
じ
め
や

不
登
校
問
題
の
解
決
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
他
に

も
教
育
行
政
に
お
け
る
課
題

は
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、春
日
市
で
の「
学

校
の
権
限
委
譲
」「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
導
入
」

の
取
組
は
極
め
て
素
晴
ら
し

い
も
の
で
し
た
。
教
育
問
題

は
、
学
校
現
場
の
教
員
や
教

育
委
員
会
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
家
庭
や
地
域
で
共
に

考
え
て
い
く
べ
き
問
題
で
あ

り
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の

声
を
学
校
運
営
に
反
映
さ

せ
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・

教
育
委
員
会
が
目
標
を
共
有

し
、
一
体
と
な
っ
て
地
域
の

子
ど
も
た
ち
を
育
み
、
地
域

と
共
に
学
校
を
つ
く
り
上
げ

て
い
く
と
い
う
取
組
は
当
市

に
と
っ
て
も
大
変
重
要
で
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。

公共下水道及び
自殺総合対策・子育てについて
－ 福祉環境委員会視察報告 －

５
月
21
日
か
ら
３
日
間
、

福
島
県
会
津
坂
下
町
、
秋
田

県
秋
田
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

会
津
坂
下
町
で
は
、
平
成

19
年
度
に
国
交
省
の
ク
イ
ッ

ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
社
会
実
験

制
度
の
採
択
を
受
け
て
全
体

計
画
を
建
設
コ
ス
ト
の
縮
減

と
早
期
整
備
の
視
点
で
見
直

す
と
と
も
に
終
末
処
理
場
も

「
土
壌
被
覆
型
礫
間
接
触
酸

化
法
」
で
の
分
割
処
理
方
式

の
採
用
で
、
臭
気
等
周
辺
環

境
と
の
違
和
感
も
な
く
必
要

最
小
限
の
規
模
で
建
設
及
び

維
持
管
理
コ
ス
ト
縮
減
に
成

功
。
浜
田
市
に
お
い
て
も
こ

の
「
ば
ん
げ
方
式
」
を
積
極

的
に
参
考
に
し
て
の
事
業
着

手
を
急
ぐ
べ
き
と
の
思
い
を

強
く
持
ち
ま
し
た
。

秋
田
市
で
は
、
平
成
18
年

10
月
の
自
殺
対
策
基
本
法
の

施
行
を
受
け
、
平
成
19
年
度

に
「
秋
田
市
自
殺
対
策
庁
内

連
絡
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、

毎
年
度
計
画
的
に
連
絡
協
議

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
設
置

し
て
民
、
学
、
官
の
連
携
強

化
に
努
め
、
一
体
的
に
事
業

を
展
開
さ
れ
て
い
る
様
子
が

伺
え
、
浜
田
市
に
お
い
て
も

国
の
自
殺
総
合
対
策
大
綱
に

沿
っ
て
市
民
１
人
ひ
と
り
の

気
づ
き
と
見
守
り
を
促
す
た

め
の
自
殺
対
策
に
関
す
る
情

報
提
供
と
意
識
啓
発
の
取
組

の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
秋
田
駅
東
口
ア
ル

ヴ
ェ
に
開
設
の
「
子
ど
も
未

来
セ
ン
タ
ー
」
を
拠
点
と
し

た
秋
田
市
子
育
て
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
現
地
視
察
に
お

い
て
の
組
織
体
制
や
事
業
概

要
の
説
明
を
受
け
て
感
じ
た

こ
と
は
、
充
実
し
た
施
設
と

組
織
体
制
の
環
境
に
あ
っ

て
、
子
育
て
支
援
事
業
を
市

民
協
働
で
積
極
的
に
推
進
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
ま

し
た
。
浜
田
市
に
お
い
て
も

子
育
て
支
援
事
業
の
推
進
拠

点
で
も
あ
る
支
援
セ
ン
タ
ー

の
改
築
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。
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４
月
23
日
か
ら
３
日
間
、

栃
木
県
小
山
市
、
宮
城
県
気

仙
沼
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

浜
田
市
に
は
浜
田
・
三
隅

自
治
区
そ
れ
ぞ
れ
に
、
道
の

駅
「
夕
日
パ
ー
ク
」
が
２
ヶ

所
あ
り
ま
す
。
浜
田
に
つ
い

て
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
収
益

の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す

が
不
況
等
に
よ
り
収
益
の
目

標
達
成
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
夕
日
パ
ー
ク
三

隅
も
厳
し
い
経
営
状
況
で
、

浜
田
・
三
隅
道
路
が
開
通
す

る
平
成
28
年
度
以
降
の
経
営

見
通
し
も
立
た
な
い
状
況
で

す
。
そ
こ
で
全
国
有
数
の
集

客
を
誇
る
「
道
の
駅
思
川
」

の
視
察
を
計
画
し
ま
し
た
。

「
道
の
駅
思
川
」
は
小
山

５
月
15
日
か
ら
２
日
間
検

討
中
で
あ
る
「
通
年
議
会
の

導
入
」
及
び
「
予
算
審
査
の

あ
り
方
」
に
関
し
て
先
進
自

治
体
を
視
察
し
ま
し
た
。

ま
ず
「
通
年
議
会
の
導

入
」
に
つ
い
て
は
熊
本
県
御

船
町
議
会
を
視
察
し
ま
し

た
。
御
船
町
は
九
州
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
、
人
口

１
万
７
８
８
８
人
、
日
本
で

初
め
て
肉
食
恐
竜
の
化
石
が

発
見
さ
れ
、「
恐
竜
の
郷
づ

く
り
」
を
推
進
し
て
い
る
町

で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
調
査
に
は
山
本

孝
二
町
長
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
執
行
部
、
議
会
、
町

民
の
三
者
バ
ラ
ン
ス
の
重
要

市
の
「
水
と
緑
と
大
地
」
の

豊
か
な
自
然
と
人
々
の
高
い

技
術
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ

る
農
畜
産
物
、
商
工
芸
品
等

の
生
産
と
発
信
、
地
産
地
消・

食
育
の
推
進
、
そ
し
て
都
市

と
農
村
の
交
流
を
促
進
す
る

拠
点
施
設
と
し
て
、
一
般
国

道
50
号
線
に
平
成
18
年
オ
ー

プ
ン
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
施
設
は
事
前
の
準
備

と
調
査
に
基
づ
い
た
事
業
展

開
と
、
専
門
家
に
よ
る
経
営

手
法
が
集
客
と
健
全
経
営
に

繋
が
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
発

生
か
ら
、
気
仙
沼
市
は
全
国

か
ら
の
支
援
を
受
け
な
が
ら

復
興
を
進
め
て
い
ま
す
。
浜

田
市
に
お
い
て
も
特
定
第
三

種
漁
港
の
縁
か
ら
浜
田
市
の

職
員
派
遣
を
中
心
と
し
た
支

援
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
気
仙
沼
市
の
震
災
後
の

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
、
水
産

加
工
団
地
等
の
建
設
方
針
や

都
市
計
画
、
道
路
整
備
を
中

心
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
、
産
業
・
建
設
面
か
ら
の

震
災
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
視
察
を
計
画
し
ま
し
た
。

実
際
の
取
り
組
み
状
況

は
、
集
団
移
転
が
大
き
な
課

題
で
、
集
落
部
で
は
集
落
ご

性
に
つ
い
て
の
想
い
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
御

船
町
議
会
は
議
会
基
本
条

例
を
す
で
に
制
定
し
、
議

会
報
告
会
、
あ
お
ぞ
ら
会

議
（
意
見
交
換
会
）、
議
会

モ
ニ
タ
ー
制
度
等
様
々
な
改

革
を
実
践
し
て
お
り
、
私
ど

も
が
特
に
重
点
を
お
い
て

い
た
通
年
議
会
も
精
力
的

に
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
通

年
議
会
は
４
月
に
町
長
が
招

集
し
翌
年
３
月
31
日
ま
で
を

会
期
と
し
、
ほ
ぼ
毎
月
本
会

議
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
住
民
か
ら

の
請
願
・
陳
情
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
処
理
す
る
こ
と
が
で

き
、
住
民
と
の
距
離
感
を
縮

め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
点
。

逆
に
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は

毎
月
の
一
般
質
問
に
係
る
執

行
部
の
負
担
や
議
員
の
拘
束

時
間
が
大
幅
に
増
加
す
る

点
と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

大震災後の
まちづくりを学ぶ

－ 産業建設委員会視察報告 －

さらなる議会改革
を目指して

－ 議員定数等議会改革推進
特別委員会視察報告 －

と
の
移
転
を
促
進
し
、
市
街

地
で
は
気
仙
沼
市
誘
導
型
に

よ
る
集
団
移
転
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
産
加

工
業
で
は
漁
港
背
後
に
点
在

し
て
い
た
加
工
施
設
の
集
約

化
が
進
め
ら
れ
、
水
産
業
の

早
期
復
興
と
効
率
化
に
向
け

た
総
合
的
な
整
備
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

現
地
で
は
震
災
の
甚
大
な

爪
痕
の
中
か
ら
瓦
れ
き
処
理

も
進
み
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
復
興
も
２
年
経
過

し
た
中
で
、
力
強
く
進
み
始
め

て
い
る
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
浜
田
市
が
送
っ
た

黒
松
も
確
認
で
き
、
津
波
に

流
さ
れ
九
死
に
一
生
を
得
ら

れ
た
貴
重
な
体
験
も
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

浜
田
市
に
と
っ
て
導
入
が
本

当
に
住
民
の
利
益
に
繋
が
る

の
か
、
十
分
な
検
討
を
要
す

る
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度

に
関
し
て
は
有
効
性
や
人
選

等
継
続
的
に
議
論
し
て
い
く

必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

次
に
訪
問
し
た
視
察
先
は

山
口
県
防
府
市
で
、
人
口
は

11
万
７
７
０
０
人
。
平
成
22

年
に
議
会
基
本
条
例
を
制
定

し
精
力
的
に
議
会
改
革
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
防
府
市
に
お
い
て

も
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
導

入
し
て
お
り
、
改
め
て
そ
の

有
効
性
の
検
討
を
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
防
府

市
議
会
の
予
算
審
査
の
流
れ

は
、
本
市
に
お
け
る
検
討
に

あ
た
り
大
い
に
参
考
に
で
き

る
も
の
が
あ
り
、
非
常
に
有

意
義
な
視
察
で
あ
り
ま
し
た
。
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４
月
15
日
か
ら
２
日
間
、

愛
媛
県
西
予
市
、
高
知
県
土

佐
清
水
市
を
視
察
し
ま
し

た
。西

予
市
で
は
、
通
常
の
議

会
だ
よ
り
の
紙
面
で
、
ま
ち

か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
掲
載

さ
れ
て
い
た
。
市
民
の
生
の

声
が
聞
か
れ
、
ぜ
ひ
浜
田
市

議
会
だ
よ
り
に
取
組
み
た
い

と
感
じ
ま
し
た
。

賛
否
公
開
状
況
・
方
法
等

に
つ
い
て
、
議
会
報
告
会
の

手
法
に
つ
い
て
・
市
民
と
の

意
見
交
換
会
に
つ
い
て
は
、

西
予
市
議
会
と
市
民
と
の
意

見
交
換
会
実
施
要
綱
を
定
め

実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
６

名
か
ら
７
名
で
班
編
成
さ
れ

て
お
り
、
議
会
に
対
す
る
要

望
・
提
言
等
で
重
要
な
も
の

は
、
取
り
ま
と
め
、
全
員
協

議
会
に
諮
り
、
必
要
に
応
じ

委
員
会
に
付
託
し
て
い
ま
し

た
。
浜
田
市
議
会
に
お
い
て

も
、
議
会
に
対
す
る
要
望
・

提
言
を
今
後
ど
う
反
映
し
て

い
く
か
、
大
変
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

土
佐
清
水
市
で
は
、
土
佐

清
水
市
議
会
だ
よ
り
発
行
に

関
す
る
規
定
を
、
平
成
14
年

に
作
成
し
、
こ
の
規
定
に
基

づ
い
て
編
集
を
さ
れ
、
浜
田

市
議
会
も
市
議
会
だ
よ
り
発

行
に
関
す
る
規
定
の
作
成

は
、
検
討
す
べ
き
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

議
会
報
告
会
の
手
法
に
つ

い
て
・
市
民
と
の
意
見
交
換

会
に
つ
い
て
の
２
件
は
、
議

会
報
告
会
終
了
後
、
市
民
と

の
意
見
交
換
会
に
移
行
す

る
。
土
佐
清
水
市
議
会
で

は
、
３
月
議
会
（
当
初
予

算
）、
９
月
議
会
（
決
算
審

査
）
終
了
後
、
市
内
５
地
区

で
、
正
副
議
長
を
除
く
12
人

を
４
班
に
分
け
開
催
し
て
い

る
。
班
構
成
は
議
運
で
協
議

し
、
班
ご
と
に
、
班
長
・
報

告
者
を
選
出
し
、
議
会
報
告

会
代
表
者
会
を
開
催
し
、
各

班
共
通
の
報
告
事
項
、
配
布

資
料
の
作
成
に
関
す
る
こ
と

を
協
議
。
報
告
会
は
、
２
時

間
以
内
で
実
施
し
、
議
会
報

告
は
約
30
分
、
市
民
と
の
意

見
交
換
に
多
く
の
時
間
を
取

る
が
、
こ
の
意
見
交
換
に
よ

り
市
民
と
議
会
と
が
活
発
に

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
り
、
浜
田
市
議

会
も
、
班
構
成
・
人
数
等
々

に
つ
い
て
、
検
討
す
べ
き
と

感
じ
ま
し
た
。

さらなる紙面の充実と
市民の意見の反映を！

－ 議会広報広聴調査
特別委員会視察報告 －

知ってナッ得！

「議員の任期」って？
　皆さん、市議会議員の任期が４年ということはご存知だと思います。現在の浜田市議会議
員の任期は平成21年10月23日から本年10月22日までで、10月には市議会議員選挙が行われ、
次期の議員任期は本年10月23日から平成29年10月22日までの４年となります。
　では、議員の任期の始まりの日は、どうやって決まったのでしょう。実は、公職選挙法で、
「地方公共団体の議会の議員の任期は、一般選挙の日から起算する。」と定められており、浜
田市の場合は、平成17年10月１日の市町村合併後、最初に
行われた一般選挙が同年10月23日だったことから、この日
が議員任期の始まりとなりました。

　「でも、選挙は議員の任期満了より前に行われるけど任
期の始まりは変わらないの？」と思われる方があるかもし
れません。これについても公職選挙法で、「任期満了に因
る一般選挙が議員の任期満了の日より前に行われた場合
は、任期満了の日の翌日から起算する。」と定められており、
原則的には４年に１回の任期開始の日が変わることはあり
ません。
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い
っ
ぱ
ん
質
問

16
名
が
論
戦

国
か
ら
の
経
済
対
策
予
算
を

　
　
　
　
着
実
に
地
元
企
業
へ 

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
は

　
　
順
調
に
再
出
発
で
き
た
か

元
気
臨
時
交
付
金
で

    

暮
ら
し
応
援
の
事
業
を

地
元
企
業
活
性
へ

十
分
に
配
慮
し
て
取
組
む

新
管
理
者
の
も
と

い
い
ス
タ
ー
ト
が
き
れ
た

必
要
で
あ
れ
ば

          

検
討
し
た
い

答

答

答

質
問　
国
か
ら
経
済
対
策
と

し
て
30
億
円
近
い
予
算
が
市

に
交
付
さ
れ
る
。
貴
重
な
財

源
で
あ
り
予
算
執
行
に
は
、

地
元
企
業
活
性
へ
十
二
分
に

考
慮
し
て
取
組
ま
れ
た
い
が
。

答
弁　
予
算
執
行
に
は
、
地

元
業
者
に
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
市
の
経
済
活
性
へ
十
分
に

配
慮
し
て
取
組
む
。
現
時
点
で

全
事
業
の
５
割
を
発
注
済
み

で
あ
り
、
相
当
の
効
果
が
表
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　
あ
い
さ
つ
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
始
ま
り
で

あ
る
。
元
気
で
た
く
ま
し
い

『
は
ま
だ
っ
子
』
の
健
全
育
成

へ
全
市
で
の
〝
あ
い
さ
つ
運

動
〟
の
取
組
を
図
ら
れ
て
は
。

答
弁　
大
い
に
有
意
義
な
こ

と
で
あ
り
、
検
討
し
た
い
。

質
問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
が
全
国
で
急
増
し
て

い
る
。
学
校
運
営
に
地
域
が
係

わ
る
と
い
う
も
の
で
、
出
雲
市

で
は
全
小
中
学
校
で
取
組
ん

質
問　
国
の
元
気
臨
時
交
付

金
の
交
付
限
度
額
と
、
そ
れ

に
基
づ
き
編
成
し
た
事
業
の

考
え
方
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁　
国
の
24
年
度
補
正
予

算
に
お
け
る
財
源
の
考
え
方

は
、
事
業
費
か
ら
国
庫
補
助

金
等
を
引
い
た
地
方
負
担
額

に
対
し
、
８
割
を
元
気
交
付

金
で
充
当
、
残
り
２
割
を
補

正
予
算
債
で
措
置
す
る
大
変

有
利
な
内
容
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
最
大
限
活
用
し
、

本
庁
舎
耐
震
改
修
事
業
や
長

浜
西
住
宅
建
設
事
業
の
補
助

採
択
を
受
け
、
現
時
点
で
元

気
交
付
金
は
９
億
９
千
万
円

の
内
示
を
受
け
、
最
終
的
に

は
10
億
８
千
万
円
の
交
付
限

度
額
と
見
込
ん
で
い
る
。

質
問　
元
気
交
付
金
と
補
正

予
算
債
の
活
用
に
よ
り
、
今

後
の
財
政
運
営
に
ど
ん
な
影

響
が
あ
る
の
か
。

答
弁　

今
回
の
各
事
業
は
、

中
期
財
政
計
画
に
計
上
済
み

質
問
　
本
年
４
月
26
日
よ
り

レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
が
再
開
し

た
、「
か
な
ぎ
ウ
ェ
ス
タ
ン
ラ

イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
」
の
こ
れ

ま
で
の
入
込
客
数
、馬
の
調
教
、

地
域
と
の
連
携
、
就
労
支
援
等

の
現
状
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁　

６
月
10
日
現
在
で
、

レ
ス
ト
ラ
ン
利
用
者
が
約

２
千
人
、
そ
の
他
、
数
の
把

握
は
で
き
て
い
な
い
が
、
馬

と
の
触
れ
合
い
等
に
か
な
り

の
お
客
さ
ま
が
来
場
さ
れ
た
。

馬
の
調
教
に
つ
い
て
は
、
昨

年
10
月
か
ら
乗
馬
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
よ
り
順
調
に
調

教
を
進
め
て
い
る
。
地
域
と

の
連
携
で
は
、
地
元
自
治
会

や
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
等
と

定
期
的
に
意
見
交
換
を
行
い
、

６
月
２
日
に
は
多
く
の
二
輪

ラ
イ
ダ
ー
を
集
め
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
金
城
自
治
区

内
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
か

ら
も
模
擬
店
を
出
店
し
た
。

就
労
支
援
に
つ
い
て
は
、
就

で
い
る
。
い
じ
め
・
不
登
校
の

根
絶
と
と
も
に
、
は
ま
だ
っ
子

の
健
全
育
成
に
極
め
て
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
が
。

答
弁　
国
の
「
い
じ
め
防
止

法
」
の
内
容
を
見
極
め
な
が

ら
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
市
長
の
進
退
に
つ
い
て

○
市
職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
提

案
の
見
送
り
に
つ
い
て

○
太
陽
光
発
電
事
業
で
の
市

の
経
済
活
性
に
つ
い
て

○
国
の
経
済
対
策
に
よ
る
市

の
観
光
振
興
に
つ
い
て

の
事
業
で
あ
り
、
実
施
時
期

が
早
ま
っ
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

本
来
、
地
方
債
に
よ
る
調

達
を
必
要
と
し
て
い
た
財
源

が
元
気
交
付
金
に
振
り
替
わ

る
た
め
、
将
来
の
公
債
費
負

担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
。

質
問　
浮
い
た
財
源
を
、
市

民
の
暮
ら
し
や
地
元
企
業
を

支
援
す
る
事
業
に
活
用
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

答
弁　
円
安
の
経
済
情
勢
で

も
あ
り
、
緊
急
の
対
策
が
必

要
で
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

労
継
続
支
援
Ａ
型
と
し
て
８

名
の
雇
用
を
生
ん
で
い
る
。

質
問　
今
後
、
ど
の
よ
う
な

支
援
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

答
弁　
こ
の
施
設
や
地
域
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
、

来
場
し
て
も
ら
う
た
め
、
他

の
施
設
や
人
材
を
含
め
た
資

源
と
も
連
携
し
、
市
も
一
緒

に
な
っ
て
支
援
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
に
つ
い
て

〇
小
学
校
の
英
語
教
育
に
つ

い
て

道
下
　
文
男 

議
員

平
石
　
　
誠 

議
員

西
村
　
　
健 

議
員

▲耐震改修工事が始まった浜田市庁舎

▲多くのライダーが集まった
　6/2のイベント風景

▲あいさつ運動の推進を
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い
っ
ぱ
ん
質
問

16
名
が
論
戦

米
軍
機
騒
音
問
題
を

直
接
訴
え
る
考
え
は
な
い
か

今
求
め
ら
れ
る
市
民
視
点
に

立
っ
た
行
政
運
営

ど
う
す
る
水
産
業
の

　
危
機
・
燃
油
高
対
策
は
！

協
議
会
で
調
整
し
た
い

市
民
視
点
で

改
善
に
取
組
ん
で
い
く

早
急
に
対
策
を
講
じ
た
い

答

答

答

質
問　
浜
田
市
は
平
成
26
年

度
国
県
重
点
要
望
事
項
の
中

で
、
米
軍
機
に
よ
る
低
空
飛

行
訓
練
の
中
止
を
訴
え
、
国

が
責
任
を
持
っ
て
騒
音
測
定

器
を
設
置
、
各
施
設
の
防
音

対
策
の
予
算
措
置
を
講
じ
る

事
と
あ
っ
た
が
、
私
も
当
然

の
判
断
で
あ
り
国
の
負
担
で

旭
町
認
定
子
ど
も
園
近
辺
に

設
置
す
べ
き
と
判
断
す
る
が

市
長
の
認
識
を
問
う
。

答
弁　
国
に
よ
る
騒
音
測
定

器
設
置
に
つ
い
て
は
、
島
根

県
知
事
の
働
き
か
け
に
よ

り
、
よ
う
や
く
旭
町
の
認
定

子
ど
も
園
付
近
の
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
、
８
月

末
頃
測
定
開
始
予
定
と
聞
い

て
い
る
。
国
の
責
任
に
よ
る

騒
音
被
害
等
の
実
態
把
握
、

実
態
調
査
の
実
現
に
一
歩
近

づ
い
た
と
感
じ
て
お
り
、
測

定
結
果
等
に
よ
っ
て
少
し
で

も
現
状
が
改
善
さ
れ
る
よ
う

期
待
し
て
い
る
。

質
問　
自
治
会
活
動
、
行
政

連
絡
員
活
動
、
民
生
員
活
動

業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
は

地
区
住
民
の
最
低
限
の
個
人

情
報
把
握
が
重
要
で
あ
る
。

現
在
、
住
民
基
本
台
帳
法
の

も
と
閲
覧
は
可
能
だ
が
、
紙

ベ
ー
ス
で
の
情
報
の
外
部
提

供
が
必
要
と
考
え
る
が
所
見

を
聞
き
た
い
。

答
弁　
行
政
連
絡
員
に
対
し

て
は
、
業
務
を
行
う
上
で
必

要
な
範
囲
と
し
て
世
帯
主
の

名
簿
を
配
布
し
て
い
る
。
民

生
・
児
童
委
員
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
の
個
人
情
報
提
供
要

請
を
踏
ま
え
、
今
年
度
か
ら

担
当
地
区
内
の
18
歳
未
満
の

児
童
を
含
む
世
帯
と
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
を
含
む
世
帯

に
係
る
住
所
・
氏
名
等
、
５

つ
の
情
報
を
年
１
回
、
紙
媒

体
で
提
供
す
る
こ
と
と
し
た
。

質
問　
住
民
意
見
の
反
映
の

た
め
に
各
種
審
議
会
へ
の
公

募
委
員
の
参
画
推
進
は
重
要

質
問　
水
産
業
の
現
状
認
識

に
つ
い
て
問
う
。

答
弁　
平
成
20
年
の
１
２
５

円
に
比
較
す
る
と
安
い
が
同

21
年
の
60
円
に
比
べ
る
と
95

円
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、

経
営
体
に
と
っ
て
は
厳
し
い

と
思
う
。

質
問　
水
揚
げ
高
が
悪
い
中

で
、
一
番
、
燃
油
を
使
用
す

る
イ
カ
釣
り
漁
業
が
打
撃
を

受
け
て
い
る
。
ポ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
に
向
け
、
さ
ら
に
対
策

が
必
要
と
思
う
が
問
う
。

答
弁　
現
在
、
入
港
促
進
と

し
て
商
品
券
を
出
し
て
い
る

が
、
さ
ら
に
相
手
方
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
支
援
策
を
検
討

し
た
い
。

質
問　
ま
き
網
・
底
曳
漁
業

は
、水
揚
げ
減
や
燃
油
高
騰
、

後
継
者
不
足
で
苦
し
ん
で
い

る
。
水
産
関
連
従
業
者
２
万

人
の
た
め
に
市
長
任
期
中
に

政
策
を
打
つ
べ
き
で
は
！

答
弁　
当
市
の
基
幹
産
業
支

質
問　

浜
田
市
長
と
し
て
、

防
衛
省
・
外
務
省
・
岩
国
基

地
に
直
接
出
向
い
て
、
被
害

の
実
態
を
訴
え
る
考
え
は
な

い
か
。

答
弁　
防
衛
省
等
を
訪
れ
て

実
態
を
訴
え
る
こ
と
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し

か
し
、
浜
田
市
長
と
し
て
単

独
で
訪
れ
て
も
効
果
が
少
な

い
。
構
成
市
町
及
び
島
根
県

と
一
緒
に
訪
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
今
後
、
協
議
会
に
提

案
し
調
整
し
て
い
く
。

で
あ
る
。
当
市
に
お
い
て
も

同
一
人
物
が
各
種
審
議
会
へ

重
複
し
て
参
加
す
る
ケ
ー
ス

が
見
受
け
ら
れ
る
。
重
複
就

任
の
上
限
設
定
や
女
性
委
員

の
参
画
推
進
等
、
公
募
委
員

の
選
定
方
針
に
対
す
る
所
見

を
聞
き
た
い
。

答
弁　
５
月
29
日
「
浜
田
市

付
属
機
関
等
の
設
置
及
び
構

成
員
の
専
任
に
関
す
る
方

針
」
を
決
定
し
た
。
ち
な
み

に
同
一
人
物
が
重
複
し
て
就

任
で
き
る
付
属
機
関
数
を
原

則「
５
」と
す
る
こ
と
と
し
た
。

援
の
た
め
に
検
討
し
た
い
。

質
問　
円
安
誘
導
の
国
策
で

漁
業
が
厳
し
い
が
、
支
援
は

国
が
す
べ
き
と
思
う
が
問
う
。

答
弁　
市
長
会
・
議
長
会
や

全
国
３
団
体
協
議
会
な
ど
で

要
望
活
動
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
議
で
水
産

補
助
金
の
打
ち
切
り
が
問
題

化
し
て
い
る
が
問
う
。

答
弁　
関
係
団
体
と
連
携
し

反
対
活
動
を
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
三
隅
の
社

長
・
駅
長
退
任
問
題

三
浦
　
一
雄 

議
員

川
神
　
裕
司 

議
員

牛
尾
　
　
昭 

議
員

▲燃油高騰に苦しんでいる水産業

▲2/15　協議会設立
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い
っ
ぱ
ん
質
問

16
名
が
論
戦

今
で
し
ょ
！
「
幸
せ
の

　
　
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
巡
り
」

市
民
の
健
康
づ
く
り
は

　
　
　
　
　
　
　
何
よ
り
参
加

多
産
化
も
視
野
に
お
い
た

　
　
　
　
少
子
化
対
策
推
進
を

一
つ
の
テ
ー
マ
で
結
ぶ
事

は
魅
力
的
で
効
果
が
あ
る

健
康
づ
く
り
活
動
の

支
援
を
継
続
す
る

保
育
事
業
改
善
を
図
り

子
育
て
環
境
充
実
に
努
め
る

答

答

答

質
問　
今
、
国
内
外
の
観
光

客
誘
致
は
観
光
資
源
の
魅
力

を
ど
う
発
信
し
ど
う
伝
え
て

い
く
か
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ

ア
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
地
域
資
源
の
共
通
す

る
魅
力
を
、
一
つ
の
テ
ー
マ

で
設
定
し
て
巡
る
「
幸
せ
の

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
巡
り
」
の

提
案
を
す
る
。
ア
ク
ア
ス「
幸

せ
の
バ
ブ
ル
リ
ン
グ
」、
畳
ヶ

浦
「
幸
せ
を
呼
ぶ
化
石
ハ
ッ

ピ
ー
シ
ェ
ル
」、
長
浜
台
地

「
元
気
を
与
え
る
パ
ワ
フ
ル
ス

ト
ー
ン
」。
こ
れ
ら
幸
福
感
や

恋
愛
成
就
、
元
気
が
も
ら
え

る
魅
力
と
結
び
つ
け
て
、
全

体
を
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に
し

て
巡
り
、
遊
び
心
が
あ
る
誘

客
増
の
仕
掛
け
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
問
う
。

答
弁　
提
案
は
魅
力
的
で
効

果
的
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
に
眠
る
資
源
の

周
知
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

６
月
は
環
境
月
間
、

質
問　
特
定
検
診
の
受
診
率
、

25
年
度
受
診
率
目
標
50
％
は

達
成
で
き
る
か
問
う
。

答
弁　
24
年
度
約
42
％
で
横

ば
い
で
推
移
、
目
標
50
％
と

は
開
き
が
大
き
く
、
自
己
負

担
を
３
年
間
無
料
と
す
る
。

質
問　
脳
ド
ッ
グ
な
ど
の
受

診
者
の
動
向
、
希
望
者
全
員

の
受
診
を
問
う
。

答
弁　
脳
ド
ッ
グ
は
受
診
者

の
１
・
24
倍
。
脳
ド
ッ
グ
３

年
連
続
抽
選
漏
れ
の
人
は
優

先
受
診
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

質
問　
雇
用
状
況
、
春
闘
の

賃
金
引
上
げ
の
状
況
を
問
う
。

答
弁　
有
効
求
人
倍
率
、
失

業
率
な
ど
雇
用
状
況
は
厳

し
い
。
春
闘
の
妥
結
額
は

３
１
１
５
円
で
昨
年
に
比
べ

26
円
の
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。

質
問　

保
育
士
処
遇
改
善
、

入
所
受
入
促
進
な
ど
事
業
の

直
近
の
状
況
を
問
う
。

答
弁　
賃
金
面
の
処
遇
改
善

に
国
の
事
業
活
用
す
る
よ
う

質
問　
本
年
度
予
算
「
保
育

士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事

業
」
の
取
組
と
来
年
度
以
降

の
見
通
し
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁　
待
機
児
童
の
早
期
解

消
の
た
め
、
保
育
士
の
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
処

遇
改
善
に
取
組
む
保
育
所

に
、
上
乗
せ
相
当
額
を
運
営

費
と
は
別
に
交
付
し
保
育
士

の
確
保
を
進
め
て
い
る
。
引

き
続
き
国
の
事
業
継
続
を
要

望
す
る
。

質
問　
「
保
育
所
入
所
受
入
促

進
事
業
」 

の
実
施
状
況
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁　
年
度
中
途
の
０
歳
児

受
入
拡
充
を
図
る
助
成
の
実

施
か
ら
０
歳
児
入
所
が
対
前

年
比
よ
り
22
名
増
加
し
事
業

効
果
が
現
れ
て
い
る
。
事
業

継
続
か
ら
来
年
度
以
降
も
受

入
体
制
が
図
ら
れ
る
と
考
え

る
。

質
問　
少
子
化
対
策
の
数
値

目
標
設
定
と
第
二
子
第
三
子

ご
み
の
処
分
経
費
と
資
源
ご

み
リ
サ
イ
ク
ル
の
収
益
金
に

つ
い
て
問
う
。

答
弁　
各
年
度
、
10
億
を
超

え
る
処
分
経
費
で
あ
る
。
そ

の
中
で
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
収
益
は

平
均
千
５
百
万
円
前
後
、
鉄

く
ず
の
収
益
は
例
年
１
千
万

円
以
上
の
収
益
が
あ
る
。

質
問　
４
月
施
行
の
小
型
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
取
組
は
。

答
弁　
社
会
的
に
も
大
き
な

意
義
が
あ
る
が
、
具
体
的
な

導
入
の
取
組
は
し
て
い
な
い
。

お
願
い
し
て
い
る
。
入
所
受

入
促
進
事
業
で
、
15
園
32
人

の
保
育
士
が
加
配
さ
れ
た
。

質
問　
介
護
職
員
の
処
遇
改

善
は
進
ん
で
い
る
か
問
う
。

答
弁　

処
遇
改
善
加
算
は
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
16
中
、
15
が
実
施
し
た
。

質
問　
空
き
家
対
策
で
市
の

横
断
組
織
、
推
進
本
部
が
必

要
で
あ
る
が
考
え
を
問
う
。

答
弁　
危
険
空
き
家
対
策
検

討
委
員
会
で
進
め
て
い
る
。

副
市
長
が
ト
ッ
プ
の
人
口
減

少
問
題
対
策
会
議
を
立
ち
上

げ
、総
力
を
あ
げ
対
応
す
る
。

を
産
み
育
て
る
多
産
化
も
視

野
に
お
い
た
保
育
環
境
整
備

に
つ
い
て
問
う
。

答
弁　
出
生
率
の
数
値
目
標

は
難
し
い
が
、
保
育
事
業
の

継
続
実
施
や
既
存
制
度
の
改

善
な
ど
に
よ
り
、
子
育
て
環

境
の
充
実
を
図
り
、
安
心
し

て
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
島
根
県
か
ら
の
福
祉
事
業

の
権
限
移
譲
に
つ
い
て

布
施
　
賢
司 

議
員

芦
谷
　
英
夫 

議
員

岡
本
　
正
友 

議
員

▲保育園の０～３歳幼児

長浜台地 畳ケ浦

アクアス

▲健康づくりは何より参加
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い
っ
ぱ
ん
質
問

16
名
が
論
戦

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
産
業
経
済
に

　
　
　
　
　
　
及
ぼ
す
影
響
は

浜
田
の
海
に
必
要
な

　
「
渚
の
交
番
」
の
建
設
は
？

気
仙
沼
市
の
復
興
住
宅

　
支
援
を
オ
ー
ル
浜
田
で
！

農
業
生
産
以
外
に
も

大
き
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る

実
現
で
き
る
よ
う
に

　
　
　
　
関
わ
っ
て
い
く

関
係
団
体
へ

　
　
　
働
き
か
け
て
い
く

答

答

答

質
問　
年
内
交
渉
妥
結
（
目

標
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。
認

識
は
。

答
弁　
年
内
交
渉
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
輸
出
産
業
を
中

心
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方

で
、
農
業
分
野
は
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
及
ぼ
す
と
認
識
し

て
い
る
。

質
問　
県
が
影
響
の
試
算
を

公
表
し
た
。
市
の
試
算
を
問

う
。

答
弁　

県
は
関
税
撤
廃
し
、

対
策
を
取
ら
な
い
前
提
の
試

算
で
あ
り
、
市
の
農
産
物
に

充
て
る
と
農
業
産
出
額
37
億

円
が
19
億
円
と
試
算
さ
れ
農

業
算
出
額
が
半
減
し
、
大
き

な
影
響
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

質
問　
少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
へ
の
対
応
で
市
の
人
口

推
計
の
見
通
し
に
つ
い
て
認

識
を
問
う
。

答
弁　
総
合
基
本
計
画
で
平

成
37
年
の
人
口
推
計
は
、「
島

質
問　
浜
田
の
海
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
必
要
な
「
渚

の
交
番
」
建
設
へ
の
関
わ
り

方
は
。

答
弁　
浜
田
の
海
に
と
っ
て

有
益
な
施
設
と
位
置
づ
け
て

い
る
。
実
現
で
き
る
よ
う
関

わ
っ
て
い
く
。

質
問　
宮
城
県
気
仙
沼
市
の

沿
岸
地
域
は
、
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
て
お
り
、
被
災
住

宅
棟
数
は
１
万
５
千
棟
を
超

え
て
い
る
。
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
よ
る
集
団
移
転
の
準

備
も
進
み
、
平
成
26
年
、
27

年
を
ピ
ー
ク
に
相
当
数
の
住

宅
着
工
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
課
題
は
大
工

さ
ん
の
不
足
と
建
築
坪
単
価

が
高
騰
し
て
い
る
こ
と
。　

　

そ
こ
で
、
浜
田
市
の
資
源

を
活
用
し
、
建
築
関
係
団
体

と
連
携
し
て
オ
ー
ル
浜
田
で

気
仙
沼
市
に｢

浜
田
の
家｣

を
１
棟
で
も
多
く
建
て
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
問
う
。

答
弁　
浜
田
市
の
物
的
、
人

的
資
源
を
活
用
し
、
島
根
県

や
建
築
関
係
団
体
と
連
携
し

た
取
組
は
、
被
災
地
の
皆
さ

ん
に
大
き
な
期
待
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
し
、
大
工
さ
ん
、

木
材
、
石
州
瓦
、
住
宅
設
計

の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
浜
田
市

根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ

ン
タ
ー
」
の
入
所
者
を
含
め

た
人
口
は
、
５
万
１
４
０
０

人
で
１
万
２
４
３
人
の
減
少

と
な
り
、
少
子
化
、
高
齢
化

に
伴
い
急
速
に
人
口
減
少
が

進
む
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

質
問　
小
規
模
高
齢
化
集
落

に
対
す
る
支
援
策
は
。

答
弁　
通
院
、
生
活
用
品
等

に
不
便
を
感
じ
て
い
る
。
住

民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
地
域
ご

と
に
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

質
問　
浜
田
道
を
無
料
化
で

き
な
い
か
。

答
弁　
無
料
化
は
大
変
困
難

で
あ
る
が
、
過
疎
地
域
社
会

実
験
と
し
て
、
大
幅
な
割
引

を
求
め
て
い
く
。

の
資
源
の
活
用
で
、
木
材
、

石
州
瓦
な
ど
の
主
要
地
元
産

品
の
消
費
拡
大
に
つ
な
が
り
、

地
元
経
済
に
も
良
い
影
響
を

与
え
る
も
の
と
思
う
。「
浜
田

の
家
」
に
つ
い
て
は
、
関
係

団
体
へ
働
き
か
け
て
い
く
。

質
問　
行
政
と
関
係
団
体
の

代
表
者
と
で
現
地
へ
取
材
に

行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
弁　
検
討
す
る
が
、
す
で

に
現
地
に
行
っ
て
い
る
関
係

者
か
ら
の
取
材
も
で
き
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
浜
田
市
の
情
報
発
信
に
つ

い
て

新
田
　
勝
己 

議
員

笹
田
　
　
卓 

議
員

西
田
　
清
久 

議
員

▲長浜小内に設置された
　「とびうお学級」!

▲無人となった家屋

▲気仙沼市役所ロビーにて

質
問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
利
用
を
６
年
生
ま
で
拡
充

で
き
な
い
か
。

答
弁　
平
成
27
年
か
ら
可
能

に
な
る
。

▲浜田の海を安全・安心に！

▲通行量が減る浜田道！
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い
っ
ぱ
ん
質
問

16
名
が
論
戦

小
規
模
高
齢
化
集
落
の

　
　
　
　
現
地
調
査
結
果
は
？

ふ
る
さ
と
浜
田
に
誇
り
が

　
　
　
も
て
る
景
観
づ
く
り
を 
自
治
区
制
度
の
今
後
に
対
す
る

市
長
自
身
の
想
い
は

人
口
減
少
問
題
対
策

会
議
を
立
ち
上
げ
た

今
年
度
中
を
目
途
に

　
景
観
団
体
移
行
を
準
備

見
直
し
を
行
い
な
が
ら

継
続
を
願
う 

答

答

答

質
問　
小
規
模
高
齢
化
集
落

の
現
地
調
査
結
果
は
ど
う
か
。

答
弁　
24
年
度
は
、
買
い
物

や
通
院
の
移
動
手
段
、
福
祉
・

介
護
等
各
種
支
援
状
況
の
問

題
や
基
礎
的
事
項
に
つ
い
て

聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。

質
問　
市
内
に
は
、
71
の
小

規
模
高
齢
化
集
落
が
あ
る
。

中
で
も
緊
急
性
が
高
い
集
落

が
35
も
あ
る
。
市
は
部
局
を

横
断
し
た
取
組
が
必
要
で
あ

り
、
県
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
総
合
的
、
一
体
的
に
推
進

す
る
と
し
て
い
る
が
、
具
体

的
に
は
。

答
弁　
副
市
長
を
ト
ッ
プ
と

す
る
「
人
口
減
少
問
題
対
策

会
議
」
を
立
上
げ
、
今
年
度

は
、「
集
落
機
能
の
低
下
に

よ
る
諸
課
題
に
対
す
る
調
査

研
究
」、「
地
域
人
材
の
育
成

に
向
け
た
社
会
教
育
の
推

進
」、「
保
健
医
療
福
祉
分
野

に
お
け
る
従
事
者
不
足
へ
の

対
応
策
」
の
３
項
目
を
、
調

質
問　
浜
田
市
や
石
見
地
域

が
景
観
づ
く
り
を
推
進
す
る

意
義
・
役
割
・
責
務
を
問
う
。

答
弁　
自
然
、
歴
史
、
文
化

等
の
良
好
な
景
観
を
維
持
、

促
進
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

発
展
や
豊
か
さ
を
実
感
で
き

る
意
義
は
大
き
い
。
そ
れ
を

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
が
我
々
に
課
せ
ら
れ
た

役
割
、
責
務
で
あ
る
。

質
問　
浜
田
市
の
個
性
豊
で

特
性
あ
る
景
観
は
、
ど
ん
な

景
観
及
び
地
区
か
問
う
。

答
弁　
綺
麗
な
海
岸
線
が
あ

り
、
一
部
に
は
そ
の
背
後
に

石
州
赤
瓦
が
織
り
な
す
家
並

み
も
あ
る
。
ま
た
、
島
根
景

観
賞
を
受
賞
し
た
棚
田
等
、

特
性
あ
る
景
観
が
多
い
。
今

後
、
さ
ら
な
る
景
観
資
源
を

洗
い
出
し
、
特
性
あ
る
地
区

の
選
定
を
行
っ
て
い
く
。

質
問　
棚
田
の
維
持
や
石
州

瓦
の
生
産
等
に
携
わ
っ
て
い

る
方
達
の
励
み
に
繋
が
る
よ

質
問　
現
在
、
再
検
証
が
行

わ
れ
て
い
る
浜
田
那
賀
方
式

自
治
区
制
度
の
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
市
長
自
身
の

見
解
を
問
う
。

答
弁　
見
直
し
を
行
い
な
が

ら
、
制
度
と
し
て
は
継
続
を

願
う
も
の
で
あ
る
。

質
問　

予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
が
導
入
さ
れ
て
５
年
目

と
な
る
が
、
今
後
、
高
齢
化

対
策
の
一
環
と
し
て
、
広
く

普
及
す
る
必
要
が
あ
る
。
持

続
可
能
な
デ
マ
ン
ド
交
通
の

基
本
ス
タ
イ
ル
が
、
一
般
タ

ク
シ
ー
を
活
用
し
た
取
組
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
弁　
一
般
タ
ク
シ
ー
を
活

用
し
た
事
例
に
、
山
口
市
の

「
グ
ル
ー
プ
タ
ク
シ
ー
制
度
」

が
あ
り
、
有
効
な
手
法
の
一

つ
と
考
え
て
い
る
。
一
般
タ

ク
シ
ー
の
利
用
促
進
に
も
寄

与
す
る
も
の
で
あ
り
、
研
究

を
進
め
る
。

質
問　
高
齢
者
世
帯
の
ご
み

査
・
研
究
を
す
る
。

質
問　
集
落
水
道
の
実
態
を

自
治
区
別
に
問
う
。

答
弁　
三
隅
、
４
団
体
、
弥

栄
、
７
団
体
が
あ
る
。

質
問　
集
落
水
道
の
維
持
管

理
費
の
状
況
を
問
う
。

答
弁　
電
気
代
、
水
質
検
査

料
、
保
守
点
検
代
等
を
集
落

が
負
担
し
て
い
る
。

質
問　
三
隅
自
治
区
が
実
施

し
て
い
る
施
設
機
器
取
替
補

助
金
要
綱
を
参
考
に
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答
弁　

前
向
き
に
検
討
し
、

対
応
す
る
。

う
な
施
策
を
展
開
さ
れ
た

い
。
今
後
の
取
組
を
問
う
。

答
弁　
２
カ
年
か
け
委
員
会

を
設
置
し
、
景
観
計
画
を
策

定
す
る
。
ま
た
今
年
度
中
に

景
観
行
政
団
体
移
行
を
準
備

し
、
条
例
は
景
観
計
画
策
定

に
併
せ
、
平
成
27
年
度
以
降

早
い
段
階
に
策
定
す
る
。
産

業
の
育
成
に
も
繋
が
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
若
者
が
浜
田
で
働
き
続
け

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

○
浜
田
で
学
び
・
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を

の
排
出
に
つ
い
て
、
戸
別
収

集
の
条
件
ま
で
満
た
ず
、
許

可
業
者
に
依
頼
す
る
ほ
ど
の

量
で
は
な
く
、
困
っ
て
お
ら

れ
る
世
帯
が
あ
る
。
費
用
負

担
は
多
少
か
か
っ
て
も
、日
々

の
ご
み
の
排
出
に
、
民
間
業

者
に
収
集
し
て
も
ら
え
る
取

組
が
で
き
な
い
か
問
う
。

答
弁　
市
民
か
ら
同
様
の
質

問
は
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

民
間
を
活
用
し
た
対
処
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
対
処
の

仕
方
な
ど
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

改
築
に
つ
い
て

田
畑
　
敬
二 

議
員

江
角
　
敏
和 

議
員

佐
々
木
豊
治 

議
員

▲子育て支援センター「すくすく」

▲負担の大きい集落水道

▲三隅室谷の棚田
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〔議長なんでもメール〕　議長や市議会に対するご意見・ご要望・ご提言などお気軽にお寄せください。
必ず議長自ら回答させていただきます。（住所・氏名を明記の上、送信ください）
E-mail アドレス：chairman@city.hamada.shimane.jp

★
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
部
あ
た
り
42
・
88
円
で
で
き
て
い
ま
す
。

い
っ
ぱ
ん
質
問

16
名
が
論
戦

芸
術
文
化
を
通
し
て

　
　
　
　
地
域
の
活
性
化
を
！

検
討
し
て
い
き
た
い

答

質
問　
浜
田
市
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
よ
る
地
芝
居
大
会

や
、
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
こ
こ
数
年
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
り

後
継
者
で
あ
る
座
員
が
減
少

傾
向
に
あ
る
。
活
性
化
を
図

る
た
め
に
も
市
も
一
緒
に
な

り
な
が
ら
広
く
県
内
、
全
国

規
模
の
大
会
な
ど
が
で
き
な

い
も
の
か
問
う
。

答
弁　
全
国
規
模
の
も
の
に

す
る
た
め
に
は
、
も
う
少
し

醸
成
期
間
が
必
要
か
と
も
考

え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
よ

り
一
層
活
性
化
を
図
る
た
め

に
は
、
市
の
協
力
が
必
要
と

考
え
る
。
今
後
も
こ
う
い
っ

た
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
企
画
す

る
石
央
文
化
ホ
ー
ル
と
と
も

に
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

質
問　
先
般
、
山
陰
中
央
新

報
の
紙
面
に
石
見
郷
土
研
究

会
会
長
の
岩
町
功
先
生
か
ら

金
城
町
久
佐
の
山
陰
久
佐
松

竹
座
の
節
劇
が
貴
重
な
演
劇

文
化
で
あ
る
こ
と
が
紹
介
報

道
さ
れ
た
。
全
国
で
唯
一
、

同
座
の
み
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
貴
重
な
演
劇
文
化

財
と
し
て
後
世
に
継
承
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
所
見
を
問
う
。

答
弁　

地
域
の
皆
さ
ん
や
、

専
門
家
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
学
術
的
な
調
査
研

究
が
必
要
と
な
る
の
で
、
そ

の
手
法
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
。

原
田
　
義
則 

議
員

小
規
模
高
齢
化
集
落
・
市

街
地
の
空
洞
化
、
い
ず
れ
も

い
い
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン

タ
ー
の
人
口
カ
ル
テ
は
、
７

年
後
の
旭
自
治
区
、
都
川
地
区

は
、
高
齢
化
率
77
％
に
な
る

と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
も
昨
年
に
続
い
て
、
都
川

の
棚
田
で
、
え
ん
が
わ
喫
茶

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
先

人
か
ら
脈
々
と
引
き
継
が
れ

た
地
域
の
財
産
を
、
地
域
の

方
々
が
守
る
こ
と
が
、
都
川

地
域
の
地
域
力
で
あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
・
高
齢
化
に
な
っ

て
も
心
だ
け
は
、
過
疎
に
な

り
た
く
な
い
も
の
で
す
。
今

回
で
、
任
期
最
後
の
議
会
だ

よ
り
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

４
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。　
（
記　
田
畑
敬
二
）

あ 

と 

が 

き

【
編
集
委
員
】

田
畑　

敬
二　

委
員
長

岡
本　

正
友　

副
委
員
長

笹
田　
　

卓　

委
員

布
施　

賢
司　

委
員

佐
々
木
豊
治　

委
員

西
田　

清
久　

委
員

三
浦　

保
法　

委
員

山
田　

義
喜　

委
員

牛
尾　
　

昭　

委
員

美
浦　

美
樹　

委
員

　１期４年の議員任期が終わろうとしています。
　あわせて編集委員としての役目も終わります。
　前後期に分かれた編集メンバーは、常任委員会の構成から入れ替えの２名の変更があったものの
ほとんどが残って編集に携わってきました。
　前期の16号から23号までと、後期の24号から30号と、新たな取組の議会報告会において市民の皆
さんからいただいた質問と回答を掲載した特別号の計16号を発行しています。この間の取組は、多
くの皆さんに読んでいただけるような議会だよりを目指した４年でした。文字をできるだけ大きく
し、写真やイラストなどを多く取り入れ、バランスを考えながら
配置をしました。また、グラフや表などを掲載して、より理解し
やすいように整理しました。そして個人一般質問は、２段に構成
し、標題には主な質問と、その回答をのせることによってわかり
やすくするなど、市民の皆さんの意見をいただきながら改革をし
てまいりました。今回をもって議会だよりの発行は、次期改選議
員にバトンタッチされることになりますが、今後も、市議会だよ
り（紙面）を通じて、読者である市民の皆さんと市議会を構成す
る議員との距離感を少しでも近づけられるよう、誰からも読みや
すく親しみを持たれる広報紙の発行がなされると思います。４年
間のご愛読、誠にありがとうございました。

読みやすい議会だよりを目指した４年間 

▲貴重な演劇文化である
　山陰久佐松竹座の節劇


